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PTG (外傷後成長)と楽観性に関する一考察

八回純子* 1) 鈴置 央*2)

PTG は， トラウマ的な体験をきっかけとして生じる肯定的な変化と定義される.本研究では大学

生を対象に， PTG，楽観性ならびに精神性(スピリチュアリティ)との関連について検討した.本研

究の結果， PTG と楽観性の関連は明確ではなかったが，部分的に認められた.楽天的な考えを持つ

だけでなく，過酷な体験について時間をかけて見つめなおしたり，将来が好転するという望みを抱い

たり，他者の支援を期待したりすることも， PTG の発展においては重要である.また，本研究では，

墓参りなど宗教的 ・ 儀礼的な行動を行っている人ほどより PTG を感じていることもわかった.今後，

PTG を促進するメカニズムについて更なる検討が必要で、ある.
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問題

通常では遭遇しないような過酷な出来事や過剰なス

トレス状況を体験した際に，不安や抑うつ，急性スト

レス障害， PTSD などの問題が生じやすいことはよく

知られている . しかし，そのようなつらい体験を通し

て，何らかのポジティブな効果や意味を見出す (Park，

Cohen, & Murch, 1996; Tennnen & A ff1eck, 2002) ことも

ある. PTG (Posttraumatic Growth) とは，災害や事故，

大切な人や家族の死など 人生を揺るがすようなさま

ざまなつらい出来事などの外傷的な体験，すなわち非

常に困難な人生上の危機およびそれに引き続く苦しみ

の中から，心理的な成長が体験されることと定義され

ている (Tedeschi & Calhoun, 2004) . ここでいう「成長」

や「変化」は，単に外傷体験前の状態、に復帰するので

はなく，以前の水準以上に成長するという意味合いを

含み(尾崎， 2011) ，結果のみならずプロセス全体を

指す(宅， 2010). PTG は，大地震などの自然災害や

重大な事件および、事故に遭った人々，がんや HIV な

どの患者，虐待を乗り越えた人々などにおいて認めら

れ，さまざまな研究がなされている(開， 2005; Bozo, 

Gündogdu, & Büyükasic-Çolak, 2009) . 

Tedeschi and Calhoun (2004) によれば， PTG の生起
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は，人の中核や信念を揺るがすような衝撃度の高い出

来事(トラウマ的体験)がきっかけとなる.つまり，

客観的にどのような内容の出来事が体験されたかとい

うよりも，主観として，その衝撃の強さがどのように

体験されたかという点が重要だという(宅， 2010) 

PTG モデルでは， トラウマ的な出来事を体験すると，

出来事そのもの，あるいはそれにともなう苦悩によっ

て価値観や信念が崩壊し それらが再構築される

(Tedeschi & Calhoun, 2004). その過程においては，物

事をどのように受け止め 本人がこれまでに信じてき

たことをどれだけ問い直すかという認知的な働きが重

視される

信念を再構築するためには 時間をかけて自己に向

き合い見つめなおす作業が欠かせない.すなわち，再

構築の過程では自己の情動に注意を向け，その結果や

原因，意味などについて繰り返し考える反すう

(ト~olen-Hoeksema， 1991) の体験が不可欠である (Wu，

Zhang, Liu, Zhou, & Wei, 2015). 反すうには，侵入的

思考と熟慮的思考という 2 つの側面があり，前者は抑

うつ症状や不安などネガティブな結果につながりやす

く (Nolen-Hoeksema， Parker, & Larson, 1994) ，後者は，

出来事に対処するために目的を持って繰り返し考える

ことで， PTG に関連する (Calhoun& Tedeschi, 2006; 宅，
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2010) と いう.つまり，考え続けることが再体験な ど

PTSD 的な症状にもつながりうる し， 反対に ， そ こ に

何らかの肯定的な意味を見出そうとする PTG につな

がるこ と もありうるのである . とくに出来事の直後は，

ネガティブな認知プロ セスである侵入的思考が優位に

なり， 起きた出来事・を常に考え続けたり，出来事に関

連するすべてを回避 したりするなどして ， 心理 ・ 身体

的症状が強く 出やすいが PTG モ デルではこの侵入

的思考が， 後に前向きで建設的な認知プロ セスである

熟慮的思考へとその性質を変えると仮定されており ，

その結果，出来事を肯定的に意味づけようとしたり，

何か得るものがあるのではないかと考えたりするよう

になる と いう(宅， 2010). 

ト ラ ウ マ 的な体験後に ， 全員が信念を再構築 し て何

らかの成長を見出すわけではない PTSD のようなネ

ガティブな結果に留まる人々もいる . それらの違いに

は認知的な作業が大きな役割を果たしていることは先

にも述べたが，他にも，過酷な体験からポジティブな

結果あるいは個人の成長を促す要因として Shaeferand 

Moos ( 1992 ) は ， 個人的な特徴(ジェンダー， 気質，

ノ f ーソナリ ティ特性)と環境的特性(ソ ー シャ ルサポ

ート， 生活環境)，ネガティブな出来事の特徴(ス ト

レスの度合い，持続時間， 操作/統制可能性) ， そして ，

コー ピング反応(問題焦点型， 情動焦点型)などを挙

げている . これらの中でも， PTG 発展において重視

される認知的働きに直接に影響する楽観性や将来への

期待な ど の個人特性と 強力な社会的資源とが PTG

と 関連 して いることが多くの研究で確認されている

(Park, 1998; Rose, Endo, Windschitl, & Suis, 2008; Bozo 

et al. , 2009; Bostock, Sheikh, & Barton, 2009) . 

楽観主義は， その人の人生においてよい結果を予測

させる期待させるような個人の素質であり， PTG を

引き起 こ す個人特性のひとつ と される ( Sears ， Stanton, 

& Danoff-Burg, 2003). 先行研究において楽観性は ，

将来の自分には肯定的な出来事が起こりやすく，否定

的な出来事は起こりにくい と 知覚することと見なされ

る傾向と定義されることが多い. 過酷な状況に面して

も ， これ以上悪くはならないだろうと見積もり，将来

に希望を見出そうとする考え方は， PTG の発展 と 結

び、つきやすいであろう . 開 (2005 ) が行った頚髄損傷

者への面接調査で、は ， 脊髄損傷によるマイナスの方が

大きいのは当然であるが それでも意識的につらい出

来事をプラスに解釈しようとする態度や楽観主義を心

がけるような姿勢が認められて いた . また ， 頚髄損傷

など身体的受傷による後遺症などで，周囲のサポート

を得なくては生活できないような状況に陥ることもあ

る.他者に依存せざるを得ない事態は自尊心や自立心

を損ねる(開， 2005 ) など心理的にネガティブな影響

は少なからずあるが その一方で人々からの支援を受

ける日々の中で感謝の気持ちも強くなっ て いく (開，

2005) . このように ， 物事のよい面を見出そうとする

ポジティブな心の働きもある.他者からのサポート を

受けることで自 己と他者との関係を見つめなおすこ と

が自己の成長につながるなど PTG の発展において

他者との関わりの影響も大きい . 実際， PTG の発展

には社会的資源が影響 しており ， ソ ー シャルサポート

が PTG を促進することは多くの研究が指摘している

ことである (Shaefer & Moos, 1992 ; Maguen, Vogt, 

King, King, & Litz, 2006 ) . 一般に ， ソ ー シャルサポー

ト は ， 個人の健康や well-being に直接的に影響する と

される . Cohen and Wills ( 1985 ) のス ト レス緩衝仮説

によれば，周囲の人々からのソ ーシャルサポート を期

待できるという認知が ス ト レスイベン ト による悪影

響を緩和する.他者のサポート に よ って実際に問題が

解決しやすくなるだけでなく， 他者の存在による安心

感や心強さがネガティブな認知に陥ること を防ぎ， 健

康的で前向きな活動に意識を向けやす くなるのであ

る .

しかし，ソ ー シャルサポート には負の効果もある.

たとえば， Wortman and Lehman ( 1986 ) は ， 無闇な励

ましがサポート の受け手に「問題を過小評価されてい

る感覚」 をも た ら し サポート が提供者の意図に反し

て受領者の心身に悪影響を及ぼす場合も あると してい

る . 東日本大震災の被災者を対象 とした研究 (塩谷，

201 4) では，居住家屋が津波の被害を受けていない 「軽

度被災者」においで|青緒的サポート である精神的な励

ましを 3 回以上受領 した人々は 一度も受領しなかっ

た人々に比べて抑 うつ傾向にあった こと が示されてい

る . 一方， 居住家屋が津波の被害を受けた 「重度被災

者」において は ， 励ましの受領回数 と抑 うつ傾向との

聞に有意な関連はなかった . この研究では，サポート

(道具的サポート， 情緒的サポート)を r家族や恋人

以外の人から提供されたもの」に限っ て いた . 発災後，

家族や恋人との間でのサポート の授受は数限りなく交

換されカウン トし にくい こと が理由であったが，それ

ゆえ塩谷 (2014) の研究で、扱ったソ ー シャルサポート

の提供源は， 友人や知人， 国 ・地方自治体や NPO 団

体等からの支援，避難所で偶然に隣り合った人までさ

まざまであった . 励ましゃ慰めなどの情緒的サポート

は，同じ困難な境遇にある人からのものであれば受け
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入れやすい ように思う.恐怖や不安，困難などを共有

しつつ互いに励まし合うことが可能であるからだ. し

かし被災者でない人からの励ましは， 共有できるもの

が少なく，かえって自分の不幸を際立たせることにな

りやすい . したがって 何度も励まされた被災者は抑

うつ的になりやすかったのかもしれない . 立場や境遇

があまりにも違う相手からの情緒的サポー トは，軽度

被災者のメンタルヘルスを悪化させてしまう倶れがあ

ることを塩谷 (20 1 4)は示しているように思う . した

がって ， 同じ境遇にある身近な者からのサポート が必

ずしも負の効果をもたらすとはいえないだろう .

誰からのソ ー シヤルサポー トが適切かは，状況によ

る.平常のス ト レスの範囲では 共に過ごす時間が多

い人やその状況についてよく知る人，情報をより多く

持っている人などが妥当であろう . しかし，非常に リ

スクの高い危機的な状況におけるサポー トとなると ，

ある程度の条件を同時に備えた人物，つまり自身に と

って信頼できる重要な人物でないと適当とはいえない

のかもしれない . 開 (2005 ) は，身近な人々の支えの

中でもとくに恋人や配偶者の存在が重要であることを

指摘 しており，また ， Bozo et al. ( 2009 ) も ， 友人や

家族以外の重要な他者のサポート が PTG の発展に不

可欠と論じている . このように，身近な人からのサポ

ー トであればいいというわけでなく ， その人にとって

重要と見なされる人物からのサポート こそが， 大きな

意味を持つようである.

そこで本研究は， 重要な他者の存在が PTG の発展

に影響することから ， とくにメンタ ーの存在に着目す

る . 宅 (20 1 0 ) は トラウマ的体験をした青年へのイ

ンタビュ ー調査から ス ト レス体験をきっかけとした

自己成長感には， 重要な他者からの支持や保証が大き

な影響を及ぼすと述べている . また， Aronowitz (2005) 

も， リ スクの高い事態を体験した青年らが，その後問

題を切り抜ける上では，責任をもって彼らを見守り ，

心配する成人の存在が重要であることを明らかにして

いる . ある大人がモデルになり具体的に指導をするこ

とで，青年たちは将来が好転するとの予期を持ち未来

を考えられるようになったという . そうした大人がメ

ンタ ーである . メンタ ーには，職業上あるいは職務上

の役割と してのメンタ ー (職業メンタ ー)もいるが，

自然発生的なメンター(ナチュラル ・ メンタ ー)のほ

うが，良き助言者，指導者といった本来の意味でのメ

ンタ ーであろう.メンタ ーによって「自分はひとりで

はない」という感覚を得ることが可能となり(仁平，

2009) ，青年は，つらい出来事を乗り越えさらなる成
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長を目指そうとの意欲を持つようになるのである.

PTG は，脆弱性や明け渡し (surrender) など弱さを

受容しながらも強みを見出すといった特有の性格と可

能性を含む複雑な心理学概念(尾崎， 2011 )であり I他

者との関係J ， I新たな可能性J ， I人間としての強さ J ，

「精神性的(スピ リ チュアルな)変容J ， I人生に対す

る感謝」の 5 つの領域における成長 (Tedeschi ， Park, 

& Calhoun, 1998) によって測定される . 自身が危機的

状況にあることを受容しながらも， 他者の痛みに共感

し助け合いを促す愛他的な行動は 東日本大震災の被

災者の中に多く認められるものであった . 自身のネガ

ティブな感情を捨て去ることなく大切にし ， 周囲との

関係性の中で自身のポジティブな在り方を見出すよう

な生き方は日本人において特徴的(尾崎， 20日)であ

り，それが過酷な状況を乗り越えて前向きに生きよう

とする姿勢につながるといえよう . つまり，脆弱性の

受容や愛他性の発揮 体験のポジティブな意味付けの

背景に，スピ リ チュアルな変容あるいは成長が仮定さ

れているわけである . ところで， PTG において

Tedeschi et al. ( 1998 ) が当初想定していた精神性は西

洋におけるものであって 日本人のそれとは異なる

事実， PTG を測定する尺度の日本語版を作成する段

階で，第 4 因子と第 5 因子は分離せず「精神性的変容

および人生に対する感謝」 因子としてまとまった(宅，

2010 ) ことからもそれはわかる . 西洋における宗教的

信念 とは異なるとはいえ 日本に古くから存在する祖

先崇拝，あるいは魂や超自然的な存在への信仰は日本

人の精神性に少なからず影響をしているように思う.

そこで，本研究では日本人の精神性に着目し，仏教な

どの宗教や祖先，神などへの信心に伴う宗教的・儀礼

的行為と PTG との関連についても検討する

本研究では， PTG の生起および発展に影響を与え

る要因として，楽観性とソ ーシャルサポート提供者で

あるメンタ ーの存在に着目 した . そもそも， PTG の

生起においては本人が「重大な問題」と受け止めるこ

とが必要である . 本人が重大だ と見なした出来事は ，

その分思い返されることも多く信念の再構築が促進さ

れるであろう. したがって 人生を揺るがすようなト

ラウマ的体験をしたという自覚がある人はそうでない

人と比べて， PTG をより感じているであろう(仮説

1 ). また ， つらい体験をしたとしても ， 自分の場合，

何とかなるだろうという対処能力の期待や，周囲の

人々が助けてくれるであろうといった外在的な要因へ

の期待，確かに不幸な出来事に遭遇したがそれはそれ

として割り切り，今後は好転するのではないかという
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将来への期待などは いずれも PTG を促進すると考

える . し たがって，ト ラウマ的体験があったとしても ，

楽観的な見方を持つ人は PTG をより感じやすく (仮

説 2 )，メンタ ー的な存在があった人の方がその存在

がなかった人よりも，肯定的な未来を描きやすいこと

から PTG をより感じているであろう(仮説 3 ) . その

場合， ト ラウマ的体験がある群では，楽観性が高く

PTG をより感じている人ほど， その体験の深刻度を

低く見積もっているかもしれない(仮説 4) 

さらに， ト ラウマ的体験をした人々で，何らかの宗

教や神社参拝など儀礼的体験をすることで精神的な成

長を感じるようになったり 逆にトラウマ的体験をす

ることによって宗教的 ・ 儀礼的行動が促進されたりす

るこ と もあるだろう(仮説 5 ). こ れらの仮説につい

て検討することが本研究の目 的である

方 法

愛知県内の大学生250名を対象に質問紙調査を実施

した . 調査時期は 2014年 5 月であり，講義時間に て

調査の説明をし ， 参加に同意 した者にのみ回答を依頼

した 250部中，回答に不備があった 27部を除外し ，

223部を有効回答とした(有効回答率89 .2 %) . 分析対

象者の 内訳は男性 1 1 5 名 ， 女性 108名で，それぞれの

平均年齢は男性で20 .03 歳 (SD=2.88) ， 女性で 19 . 62歳

(SD= 1. 38 ) であった

質問紙は ， ト ラウマ的体験の有無及びその種類 と 深

刻度についての質問 宅 (2010) による日本語版外傷

後成長尺度 (PTGI-J : Japanese version of Posttraumatic 

Growth Inventory) ，安藤 ・ 中西 ・ 小平 ・ 江崎 ・ 原田 ・

川井 ・ 小川・ 崎漬 (2001 ) による多面的楽観性尺度

(MOAI: Multidimensional Optimism Assessment 

Inventory) ， メンタ ーの有無等に関する質問で構成さ

れた . フェイスシート では対象者の性別，年齢， 自 身

もしくは家族が日常的に信仰 している宗教の有無，年

に一度は墓参り，もしくは神社へ参拝に行くかどうか

について尋ねた. ト ラウマ的体験については， これま

でに『人生を揺るがすようなつらい出来事:JJ ( 自然災

害や犯罪被害， 交通事故， 病を患う ，大切な人や家族

の死， いじめや人間関係上の問題， 離婚， 虐待など)

を体験したことがあるかどうかの有無を尋ね， ト ラウ

マ的体験があった人にはその種類 と 深度を尋ねた . ト

ラウマの種類は Holmes and Rahe ( 1967 ) の社会再適

応評価尺度(小杉， 2002 ) を参考に分類 し ， ト ラウマ

の深刻度は 10 . まったく大 し た問題ではなかった 」

~ 110. これ以上ないくらい大変な出来事だった 」 の

中から最も近いと思う数字を選択 して もらった PTG

の測定のために用いた PTGI-J は 1他者 と の関係( 6 

項目) J , 1新たな可能性( 4 項目) J 因子 1人間の強

さ( 4 項目) J 因子 1精神性的変容および人生に対す

る感謝( 4 項 目 ) J 因子の計 4 因子 18項目 で構成され

る 1人生を揺るがすような体験」 があったと回答 し

た人にはその体験の結果として またその体験がなか

ったと回答した人には「今まで体験した最もつらい出

来事」 の結果 と して，生き方にどの程度の変化が生じ

たかを，「 0 . まったく体験しなかった J ~ 1 5 か

なり強く体験 した」の 6 件法で尋ねた MOAI は 「楽

観的な能力認知 (10項目 ) J , 1割 り切り やすさ ( 7 項

目) J , 1外在要因への期待( 5 項 目) J , 1運の強さへの

信念( 6 項目) J , 1楽観的楽観( 4 項目) J , 1楽観的展

望( 4 項目) J の計 6 因子36項目について 1 1 . 全

くそう思わない J ~ 1 5 非常にそう思う」の 5 件法

での回答を依頼した.

結果

(1) PTG について

PTG (外傷後成長)について ， PTGI-J の 4 つの下

位尺度得点を項目数で除した平均値について ， 性差を

検討したが， いずれにおいても差は有意ではなく ， つ

らかった体験を通じてさらなる成長を見出すこ と に関

して，男女で違いはなかった(表 1 ) 

表 1 PTGI-J の下位尺度得点(平均値)の性差

男性 女性
t(df) 

( 1 1 5 人) (1 08 人)
p 

他者との関係 2.41(1.33) 2.55(1.18) -0.83(221) n.s 

P 新たな可能性 2.30(1.39) 2.27(1.37) 0.13(221) n.S 
T 
G 人間としての強さ 2.04(1.29) 2.00(1.29) 0.20(221) n.S 

精神性的変容 1.90(1.16) 1.81 (L.04) 0.59(221) n.s 
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(3) トラウマ的体験と楽観性が PTG に与える影響

PTG の評価について， トラウマ的体験の有無と楽

観性の 6 つの下位尺度それぞれが平均よりも高い群と

低い群に分け， 2 要因の分散分析 (2 x 2) を行った.

トラウマ的体験の主効果はすべてにおいて有意であっ

たが (all ps<.O 1) ，交互作用は楽観性の下位尺度のう

ち楽観的展望において有意傾向 (F(1， 219)=3.13 ラ

pニ .078) であったのみで，それ以外では認められなか

った.楽観性の下位尺度のうち，楽観的能力認知

(p<.OI) ， 運の強さへの信念(P=.09) ，外在要因への

期待(p<.00 1) ，楽観的展望 (P<.001) では楽観性の群

の主効果が有意もしくは有意に近い結果が得られた

トラウマ的体験があったと回答した人の方がより

PTG を感じていること，さらに，楽観性の中でも「自

分の力で何とかなる」といった認知や，周囲への支援

の期待，楽観的展望を持っている人の方がより PTG

を感じやすいことが示された

(2) トラウマ的な出来事の体験と PTG，楽観性

PTGI-J および MOAI の各下位尺度における得点の

平均値について， トラウマ的体験があったと回答した

人とそうでない人と得点に違いがあるかどうか検討し

た(表 2 ). 

その結果， PTGI-J の 4 つの下位尺度すべてにおい

てトラウマ的体験の主効果が有意であった. トラウマ

的体験がある人の方が，ない人と比べて他者との関係

(t(221)=2.97 , p<.OI) ， 新たな可能性 (t(221)=2.84，

p<.OI) ， 人間としての強さ (t(22 1) =2.09 ， p<.05) ，精神

性的変容 (t(221)=2.39 ， p<.05) など，すべての領域に

おいてより白己の成長を感じていた . 楽観性について

は，割り切りやすさ (t(22 1) =-2. 16 ， p<.05) ， 運の強さ

への信念 (t(221)=-2.22 ， p<.05) において群の主効果

が有意であった. トラウ マ的体験がなかった人は， よ

り自身について物事を割り切って考えやすく，運が強

いという信念を持っていた.

楽観性

トラウマ経験あり なし
t(df) 

(85 人) (138 人)
p 

他者との関係 16.76(7.43) 13.74(7.38) 2.97(221) p<.OI 
P 新たな可能性 10.45(5.69) 8.33(5.26) 2.84(221) p<.Ol 
T 
G 人間としての強さ 9.00(5.33) 7.53(4.96) 2.09(221) p<.05 

精神性的変容 8.33(4.50) 6.89(4.27) 2.39(221) p<.05 

楽観的な能力認知 31.78(7.09) 32.51(5.98) 0.83(221) n.S 

割り切りやすさ 17.51(5.85) 19.18(5.47) -2.16(221) p<.05 

者性 外相凶への期待 14.00(3.83) 14.75(3.39) -1.54(221) n.S 

運の強さへの信念 16.53(3.97) 17.75(3.99) -2.22(221) p<.05 

楽天的楽観 9.02(3.24) 9.50(2.71) -1.13(154.04) n.s 

楽観的展望 12.35(3.54) 12.86(2.86) -1.11 (150.55) n.S 

トラウマ的な出来事の体験の有無と PTG，表 2

PTGI-J と MOAI 各尺度の関連表 3
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表 4 メンタ ーの存在と PTG，楽観主義

メンタ ー

いた

(7 1 人)

他者との関係 17.31(7.49) 

P 2 新たな可能性 10.70(5.49) 
T 

人間としての強さ 9.30(5.49) G 3 

4 精神性的変容 8.39(4.58) 

5 楽観的な能力認知 3l.63(6.84) 

6 割り切りやすさ 17.66(5.52) 

観性楽 7 外在要因への期待 14.08(3.82) 
8 運の強さへの信念 16.52(4.00) 

9 楽天的楽観 9.27(3.26) 

10 楽観的展望 12.59(3.48) 

(4) PTG と楽観性の関連

PTGI-J の 4 下位尺度 MOAI の 6 下位尺度の関連

性を示 し たのが表 3 である PTGI-J と MOAI は部分

的に関連が認められた . とくに MOAI のうちの外在

要因への期待，楽観的展望の 2 下位尺度は， PTGI-J 

の 4 つの下位尺度全てとの間で有意な正の相関が示さ

れた

(5) メンターの有無について

過去に ト ラウマ的な体験をした 85名に ， メンタ ー

が存在 し たかどうかについて尋ねたところ， 85 名 中

60名が親やきょうだい，友人など自然発生的なメン

タ ー(ナ チュラ ル ・ メンタ ー) を挙げ， 11 名が教員

や医師など職業メンタ ー を挙げたが， 1 3名はメンタ

ーがいなかったと回答した ト ラウマ的体験をした者

の約 7 割がナチュラル ・ メンタ ーの存在を認識してお

り 8 割以上の人が何らかのメンタ ーの存在を意識 し

ていた 1 名のみ「ひとりになりたかった」と回答 し

たため ， 分析から除外し ， ト ラウマ的体験があった

84名を ナ チュラ ル ・ メンタ ー も し くは職業メンタ ー

の存在があった群，いなかった群に分け， PTG なら

びに楽観性について検討した(表 4 ) . PTGI-J の 4 下

位尺度すべてにおいて群の主効果は有意でなく ， 楽観

表 5 PTG の高低と自身および家族が信仰する

宗教の有無

宗教あり 宗教なし 計

PTG 高群 15(66.7%) 30(33.3 %) 45 

PTG 低群 7(17.5%) 33(82.5%) 40 

計 22 63 85 

な2( l) =2.77 ， p=.078)

いなかった t0め p 

( 13 人)

13.69(6.87) 一 1.62(82 ) n.s 

8.31(6.17) -1.42(82) n.S 

7.31 (4.35) -l.23(82) n.s 

8.00(4.42) -0.29(82) n.s 

31.77(8.35) 0.63(82) n.S 

16.92(7.74) 0.42(82) n.s 

13.38(4.07) -0.60(82) n.s 

16.46(4.05) -0.05(82) n.s. 

7.54(2.93) 1.78(82) p=.08 

11.15(3.87) 1.35(82) n.s 

性に関しては 「楽観的展望J (t(82)=- 1.78 , p= . 08) で

主効果が有意傾向であったが， それ以外で違いは認め

られなかった

(6) 楽観性と深刻度の関連

ト ラウマ的体験ありと回答した人々には，それぞれ

の出来事について深刻度を評価 して も らった . ト ラウ

マ群のみを対象 と し ， PTGI-J, MOAI それぞれの下位

尺度との関連について無相関検定を行ったが，体験の

深刻度の評価とこれらの尺度との聞に関連は認められ

なかった.

(7) PTG と宗教および1言心の関連

ト ラウマ 的体験ありと回答した 85名について ，

PTGI-J の各下位尺度における得点を合算した.その

平均値を基準に PTG 低群，高群に分類 し，自身およ

び家族が信仰する宗教の有無 年に l 回以上墓参りも

しくは神社参拝の有無との関連を検討 した(表 5 ，表

6 ) . まず ， PTG 高群では自身および家族が信仰する

宗教がある と回答 し た人の割合が2/3 で あり ， ないと

回答した人は 113 であったが PTG 低群では信仰する

宗教がないと回答した人が圧倒的に多く 8 割ほどであ

った 5 %水準で有意ではなかったが， PTG 高群で

表 6 PTG の高低と墓参りもしくは

神社参拝の有無

墓参りあり 墓参りな し

PTG 高群 38(84.4%) 7(15.6%) 

PTG 低群 26(65.0%) 14(35.0%) 

計 64 21 

45 

40 

85 

(/(1 )=4.30, p<.05) 
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は低群よりも何らかの宗教の影響を受けているとの自

覚を持っ ている人の割合が高い傾向にあった

(ポ(1 )=2 .77 ， p=.096). 墓参りもしくは神社参拝につい

ては有意な違いがあり PTG 高群では低群よりも墓

参りに行くと回答 した人の割合が高かった

(l (1 )=4.30, p<.05). 

考察

強いストレスをきっかけとした自己成長感である

PTG について，個人特性である楽観性と外的な要因

であるメンタ ーの存在との関連を検討することが本研

究の主な目的であった.また，つらい体験の後に精神

的な成長や変容を見出す背景には， 普段の宗教的 ・ 儀

礼的行動の影響もある と予想し それらについてもあ

わせて検討した.

まず，過去に人生を揺るがすような衝撃度の高い体

験があったと回答した人々は 223名中 85 名おり，全体

の 38 .1 %であった . このような体験があった人の方が，

ない人と回答した人よりも PTGI-J の 4 つの下位尺度

すべてにおいて得点が高く 自己の成長感を感じてい

ることが明らかで 仮説 l は支持された今回の調査

ではつらい体験について，あくまで主観的に判断して

もらうために，教示では「外傷」や「トラウマ」とい

う直裁的な表現は用いず 「人生を揺る がすようなつ

らい出来事」とした. 主観的に重大な出来事があった

と認識している人は，そういった認識がない人よりも，

その出来事によって心理的な成長を見出しており，ス

トレス体験をきかっけとした自 己成長感には， 当人の

受け止め方や意味付けの仕方が大きく 影響している こ

とが本研究でも確認された

楽観性と PTG との関連について，楽観的な見方を

している人の方がより PTG を感じやすいと予測して

いたが，本研究ではつらい体験があったと回答した

人々の方が総じて楽観性尺度の得点が低く，仮説 2 は

支持されなかった . とくに物事の割り切りやすさや，

運が強いという信念は トラウマ的な体験がなかった

人のほうが有意に得点が高かった . 実際につらい出来

事に遭遇したとすれば さまざまに煩悶し思い返すの

は必定で， その体験を今後の人生と切り離して考えた

り，不運に見舞われた自分を「運が強い」と思い込ん

だりすることは難しいであろう.本研究の結果は，実

際につらい体験をした人々は，そうでない人と比べる

と楽観的な考え方を抱きにくいことを示していた. し

かし，楽観性を測定する MOAI の 6 -F位尺度のうち，
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外在要因への期待，楽観的展望は弱いながらも PTG

と正の相関関係にあり 周囲の人々が助けてくれるで

あろう，将来はきっと好転するだろうという期待は，

PTG の生起や発展と関連がないとはいえない. PTG 

と楽観性の関連はあいまいであるとする， Bostock et 

al. (2009) の主張と同様の知見を得た

メンターの存在が PTG を促進するという仮説 3 に

ついては， トラウ マ的体験があった群についてのみ分

析を行ったが，メンターがいた人といなかった人で

PTGI-J の得点に違いはなかった.また楽観性ではご

く 一部でのみ，メンターがいた人のほうがある出来事

の生じる程度を楽天的に見積もる傾向があったが，仮

説 3 を支持するような積極的な結果は得られなかっ

た . 今回の調査ではメンターに着目 したが， 実際のソ

←シャルサポートは，メン タ ーに限らず多種多様な人

から提供される1"メンターによる影響」の部分だけ

を抽出することはできず 重要な他者というくくりの

中にメンタ ーや家族 恋人や友人も含まれてしまった

ため，メンタ ーの存在と PTG との関連は不明確にな

ったと考えられる . トラウマ的体験群では楽観性およ

び PTG と深刻度の評価の関連も見いだされず，仮説

4 も 支持されなかった.

以上のことからすると， PTG には確かに肯定的な

意味や将来の期待を含む 楽観的な要素が含まれてい

る. しかし楽天的であることが即ち PTG の生成 ・ 発

展を促すわけではない.過酷な体験を ， 時間をかけて

真塾に見つめなおし ひたすらに何らかの肯定的な意

味や方向性を見出そうとする認知的作業の結果として

もたらされるのが PTG なのであろう . トラウマ的な

体験を，過去のことと単純に割り切って済ませたり，

根拠もなく現状や将来を楽観視したりするようなこと

とは異なる ことを この結果は示している.

何らかの宗教や神社参拝など儀礼的体験と PTG と

の関連については， トラウマ的体験があったと回答し

た群を対象として分析を行った . その結果，ストレス

をきっかけとした自己成長感をより強く知覚している

人は，そうでない人よりも自身もしくは家族に信仰す

る宗教があると回答した人や神社参拝やお墓参りなど

の儀礼的体験をしていると回答した人の割合が高く，

仮説 5 は部分的に支持された 日本では特定の宗教の

影響が西洋ほど強くはない. しかし，多くの人が‘宗

教的な教え'を，それがいずれの宗教あるいは宗派の

ものであるかについてよくは知らなくても，部分的に

知っている.たとえば，諸行無常(すべては移り変わ

る)という仏教の教えは 日本で生活していれば折に
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触れて耳にすることであり 実際の経験を通じて「な

るほど」と感じ入ることもあるように思う. 一部分で

はあるが， 日本人の精神性の根底にそのような考え方

が根付いているのだとすれば，今はつらくても時間が

経てば， という期待につながりやすいのではないか.

また， Taku (2012) が， 日本人は「他の人から認めら

れること J ， í他の人にやさしくできること J ， í他の人

の気持ちがわかること J ， í場の空気を読めること」な

ど他者とかかわりの中で心理的成長を捉えやすく，ア

メリカ人とは異なることを指摘している.他者と関わ

ることで自己の成長を実感するのが日本人の特徴であ

り，そしてこのことは諸法無我(すべてはつながりの

中で変化している)という仏教用語に見られる教えに

つながるように感じられる. したがって， 日本の歴史

や文化を背景にした宗教的・儀礼的行動が， 日本人の

精神性と関わりがあることは確かなように思われる.

逆境にあっても，それはそれとして受け止めつつも

物事は移り変わっていくと現状を捉え直すことは，未

来に希望を見出すことにつながる. もちろん，ポジテ

ィブな意味を見出さないと生きていけないほど過酷だ

ということの現れであるかもしれない.苦境を乗り越

えるためには， 自然や神仏など人間を超えた存在にす

がったりすることとあわせて 周囲に助けを求めたり

するのも自然なことであろう 東日本大震災における

復興活動は，まさに人と人とのつながりを意識させた

支援活動であった í紳」というスローガンを掲げて

展開されていたことからもそれがわかる. とくに自然

による大規模災害においては，被災者らは救助活動を

通じ助け合いや思いやりの気持ちを感じる場面に多く

触れるため，他者との関係の中での自己の成長を見出

しやすいことが日本以外の研究でも示されている

(Marshall, Frazierラ Frank乱11・t ， & Kuijer, 2015). このよう

に PTG は他者との関わりの中で気づきやすいもので

ある.であるとすれば，周囲の支援，即ちソーシャル

サポートをどの程度知覚するかということも PTG に

影響を与えるであろう. もともと楽観的な見方を持つ

人はより多くのサポートが得られるだろうとの期待

(Peterson & Bossio, 2001) を抱きやすいであろうし，

何とか切り抜けられるという前向きな予測を持ちやす

いと考えられる . つまり， 自己や周囲の人々への信頼

や期待も PTG を促進すると予想されるが， PTG と信

頼感との関連についてはまだ研究が少なく，今後の検

討が待たれる.

本研究では PTG と楽観性の関連について検討した

が，本研究で用いた楽観性の尺度と PTG との関連は

部分的であった. しかし， PTG と楽観的な考え方は

無関連というわけではない.衝撃的な出来事について

繰り返し思い返し，ネガティブな感情に直面し続ける

ことは，抑うつなどネガティフゃな症状形成につながり

やすいが，それでもそのつらさや自己の信念と向き合

い，意図的な熟考を重ねることにより PTG は発展し

ていくのである (Taku & Oshio, 2015). 絶望に直面し

ても，その苦しさに耐えつつ希望を見出すことをあき

らめない根気強さこそが PTG を生み出すことにつな

がる.その途中で自分にはこれ以上何もできない，も

う無理だと諦めてしまえばネガティブな症状に至りや

すいかもしれない.

Fox (2012) は，楽観主義の本質について述べる中で，

ネガティブな感情に粘り強く向き合い続けることで自

己コントロール感を高め，結果としてポジティブな展

望をもつことにつながると論じている.ネガティブな

感情に飲み込まれないという意志や，粘り強さをもつ

ことが適応につながるのだとすれば，やはりそこに希

望を見出す楽観的な展望は不可欠である .し たがって，

PTG を促進する要素として楽観的な見方は重要な役

割を担うといえる.本調査で用いた MOAI でなく，

他の楽観性尺度を用いた検討が必要であろう.
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An EXalnination ofPosttraumatic Growth and Optimism in Japanese Young People 

Junko HATTA and Hiroshi SUZUOKl 

Abstract 

Posttraumatic growth (PTG) has been defined as positive change that may occur as a result of psychological 

struggle with a traumatic event. We examined the relationships between PTG, optimism and spiri旬ality in 

Japanese adolescents. There was no significant positive correlation between PTG and optimism but partially 

admitted. Results indicated that not only having optimistic thought, but engaging in rumination on negative 

events reflectively, envisioning the future with hope, and expecting others to help are necessary for the 

development of PTG. Also, when an individual engaged in religious or ritual behavior, for example visiting 

family tomb, the more likely it was that PTG will be experienced. Therefore, further research is required to 

explore mechanism of enhancing ofPTG. 

Keywords: posttraumatic growth, optimism, rumination, spiri印ality
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